
静
岡
市
駿
河
区
の
国
宝
・
久
能
山
東
照
宮
で
寒

桜
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
境
内
に
は
２
本
の
寒
桜

が
あ
り
ま
す
。
つ
ぼ
み
が
最
初
に
開
い
た
の
は
、

国
宝
の
正
式
指
定
を
受
け
た
昨
年
12
月
24
日
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

２
０
１
１
年
、
最
初
に
お
届
け
す
る
９
号
は
、

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
特
集
で
す
。
静
岡

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
静
岡
ま
た
は
近
郊

に
居
住
し
な
が
ら
、
２
年
間
で
無
理
な
く
政
策
創

造
研
究
科
の
「
修
士
（
政
策
学
）
」
ま
た
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
の
「
経
営
管

理
修
士
（
専
門
職
）
」
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
長
の
坂
本
光
司

先
生
や
在
学
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
投
稿
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
昨
年
12
月
に
実
施
し
た
都
市
政

策
文
化
創
造
群
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
レ
ポ
ー
ト
、

武
藤
ゼ
ミ
の
紹
介
も
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
最
後
ま
で
ご
覧
下
さ
い
。

（
那
須
田
摩
美
）

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
特
集

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、
静

岡
Ｓ
Ｃ
）
は
、
平
成
21
年
４
月
に
静
岡
市
の
中
心

部
(静
岡
駅
か
ら
徒
歩
８
分
、
静
岡
市
役
所
か
ら

徒
歩
３
分
)の
Ｂ
―
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ネ
ス
ト
）
７

階
に
開
設
さ
れ
、
「
政
策
創
造
研
究
科
」
と
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
」
の

２
学
科
の
講
義
が
、
平
日
の
夜
に
対
面
講
義
又
は

遠
隔
ラ
イ
ブ
講
義
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

対
面
講
義
は
、
本
校
の
教
室
に
比
べ
、
少
人
数

で
行
わ
れ
る
た
め
、
ゼ
ミ
と
同
じ
よ
う
に
先
生
方

と
密
接
に
話
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
生

方
も
静
岡
Ｓ
Ｃ
の
院
生
は
印
象
に
残
り
や
す
い
よ

う
で
す
。

遠
隔
ラ
イ
ブ
講
義
は
、
双
方
向
の
テ
レ
ビ
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
本
校
と
静
岡
Ｓ
Ｃ
の
模
様
が
同
時

に
双
方
向
で
見
聞
き
で
き
、
会
話
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
で
す
。

静
岡
Ｓ
Ｃ
で
は
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
講
義
を
受

け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
院
生
同
士
で
顔
と
名
前

を
覚
え
る
こ
と
が
容
易
で
、
新
た
な
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
面
講
義
の
最
終
回
に
は
、
先
生
を
囲
ん
で
懇
親

会
を
開
催
し
た
り
、
年
に
数
回
は
、
静
岡
Ｓ
Ｃ
長

の
坂
本
光
司
先
生
を
中
心
に
静
岡
Ｓ
Ｃ
の
院
生
と

静
岡
Ｓ
Ｃ
事
務
局
も
交
え
て
２
学
科
の
交
流
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
Ｓ
Ｃ
は
、
企
業
経
営
者
と
し
て
実
績
を
お

持
ち
の
方
か
ら
若
手
の
起
業
家
、
会
社
員
、
公
務

員
ま
で
、
幅
広
い
人
材
が
結
集
し
て
い
る
た
め
、

大
学
院
で
の
勉
強
や
研
究
の
範
囲
を
超
え
た
人
間

関
係
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
院
生
の
企
業
経
営
や

社
会
活
動
に
お
い
て
も
、
大
き
な
刺
激
と
勇
気
を

与
え
て
も
ら
う
充
電
装
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。
土

曜
日
に
登
校
す
る
必
要
の
あ
る
市
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

と
は
、
一
味
違
っ
た
静
岡
Ｓ
Ｃ
の
存
在
は
、
院
生

の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。（

小
泉
祐
一
郎
）

坂
本
光
司
静
岡
Ｓ
Ｃ
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

静
岡
Ｓ
Ｃ
開
設
の
き
っ
か
け
は
、
教
育
文
化
産

業
の
立
地
集
積
を
テ
ー
マ
に
都
市
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
静
岡
市
か
ら
の
熱
心
な
要
請
が
あ
っ
た
こ

と
と
、
法
政
大
学
と
し
て
の
地
域
貢
献
や
地
域
戦

略
が
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

法
政
大
学
は
も
と
よ
り
中
央
に
立
地
集
積
し
て
い

る
伝
統
的
総
合
大
学
の
地
方
へ
の
展
開
は
初
め
て

の
ケ
ー
ス
で
し
た
。

地
元
の
安
定
的
ニ
ー
ズ
・
ウ
ォ
ン
ツ
の
有
無
や

遠
隔
と
対
面
で
の
教
育
・
研
究
サ
ー
ビ
ス
の
満
足

度
等
に
つ
い
て
心
配
す
る
向
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
間
の
関
係
各
位
の
努
力
に
よ
り
、
２
つ
の
研
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究
科
を
あ
わ
せ
、
10
名
程
度
の
入
学
枠
に
対
し
、

初
年
度
も
２
年
度
も
科
目
履
修
生
を
あ
わ
せ
、
入

学
枠
を
大
幅
に
上
回
る
学
生
が
入
学
し
て
く
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
学
生
も
向
上
心
が
高
く
、
か
つ

熱
心
で
担
当
教
授
等
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
つ
つ

あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
静
岡
Ｓ
Ｃ
の
修
了
生
が
、
社
会
で
な

お
一
層
活
躍
さ
れ
、
静
岡
Ｓ
Ｃ
の
評
価
を
一
段
と

高
め
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
在
校
生
ブ
ロ
グ

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
大
学
院
で
ど
の
よ
う

な
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か

を
「
自
分
目
線
」
で
お
伝
え
す
る
為
に
在
校
生
ブ

ロ
グ
を
始
め
ま
し
た
。

大
学
院
と
い
う
場
所
は
特
殊
で
、
そ
こ
で
学
ぶ

人
も
特
殊
だ
と
思
わ
れ
が
ち
（
事
実
、
僕
は
そ
う

思
っ
て
い
ま
し
た
）
で
す
が
、
ま
っ
た
く
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
な
く
、
出
身
も
、
職
業
も
、
年
齢
も

違
え
ど
、
目
的
を
持
っ
た
多
く
の
社
会
人
の
皆
さ

ん
が
再
び
学
ぶ
と
い
う
眩
し
い
姿
を
ブ
ロ
グ
で
感

じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
ブ
ロ
グ
は
完
全
に
学
生
自
治

で
行
わ
れ
て
い
る
、
法
政
大
学
と
し
て
は
珍
し
い

ケ
ー
ス
だ
そ
う
で
す
。
狙
い
ど
お
り
、
一
番
学
生

目
線
に
近
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ
て

い
ま
す
。

（
杉
山
浩
之
）

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

http://w
w
w
.hosei.ac.jp/gs/shizuoka-sc/

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
在
校
生
ブ
ロ
グ

http://shizuokasc.jugem
.jp/

プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
⑥

公
共
政
策
群
　
政
治
・
行
政
プ
ロ
グ
ラ
ム

武
藤
研
究
室

武
藤
研
究
室
に
は
、
幅
広
く
行
政
の
研
究
を
続

け
ら
れ
て
き
た
武
藤
博
己
先
生
の
下
に
、
様
々
な

経
歴
と
研
究
分
野
を
持
つ
ゼ
ミ
生
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
多
数
を
占
め
る
の
は
地
方
議
会

の
議
員
を
含
む
現
役
の
公
務
員
や
そ
の
経
験
者
で

す
が
、
民
間
で
ご
活
躍
の
方
も
少
な
く
な
く
、
民

間
の
発
想
に
行
政
的
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

加
え
る
こ
と
に
よ
り
広
が
り
の
あ
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
当
研
究
室
が
、
政
策
を
行
政

関
係
者
の
側
か
ら
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
視
点
か

ら
掘
り
下
げ
て
多
面
的
に
捉
え
る
機
会
を
提
供
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
活
性

化
や
経
済
・
経
営
な
ど
の
研
究
分
野
が
同
居
す
る

政
策
創
造
研
究
科
の
中
で
、
公
共
政
策
の
分
野
は

少
し
硬
め
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
研
究

の
門
戸
は
開
か
れ
て
お
り
、
官
民
の
立
場
に
か
か

わ
ら
ず
、
社
会
問
題
解
決
の
手
段
と
し
て
の
政
策

を
広
汎
に
学
ぶ
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
職
業
の
多
様
性
に
加

え
、
20
代
か
ら
60
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
が
所

属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
種
多
様
な
意
見
の
交

換
が
な
さ
れ
、
議
論
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ゼ
ミ
の
運
営
は
、
修
士
課
程
ゼ
ミ
生
が
30
分
程

度
の
発
表
、
博
士
課
程
ゼ
ミ
生
が
１
時
間
程
度
の

発
表
を
行
い
、
時
間
の
許
す
限
り
質
疑
応
答
を
行

い
ま
す
。
通
常
は
発
表
後
の
冒
頭
に
、
武
藤
先
生

が
発
表
内
容
全
体
を
通
じ
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
論

点
を
整
理
し
た
上
で
、
ゼ
ミ
生
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
発
表
者
が
回
答
を
行
い
ま
す
。
武
藤
先
生
に

よ
る
的
を
射
た
指
摘
は
、
短
時
間
で
は
あ
り
な
が

ら
、
内
容
の
濃
い
効
果
的
な
指
導
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
生
同
士
の
議
論
は
、
時
に
は
白
熱
し
、

時
間
が
延
長
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る

限
り
多
く
の
ゼ
ミ
生
が
コ
メ
ン
ト
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。

武
藤
先
生
は
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
参
与
の

ほ
か
、
自
治
体
の
審
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
分
権
や
自
治
体
の
あ
り
方
に
つ

い
て
造
詣
が
深
い
ほ
か
、
道
路
行
政
に
つ
い
て
の

第
一
人
者
で
あ
り
、
政
権
交
代
後
は
高
速
道
路
無

料
化
の
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
で
脚
光
を
浴
び
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
に
基
づ
い
た
武
藤
先
生
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か
ら
の
指
摘
は
、
磨
か
れ
た
鋭
い
視
点
か
ら
の
も

の
で
あ
り
、
発
表
す
る
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
貴
重
な

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
行
政
制
度
の
比
較
研
究
の
た
め
、
渡
航

す
る
ゼ
ミ
生
も
多
い
こ
と
か
ら
、
お
土
産
が
持
ち

込
ま
れ
る
ほ
か
、
居
酒
屋
に
繰
り
出
し
て
議
論
を

深
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ひ
と
と
き

が
、
研
究
の
疲
れ
を
癒
す
ほ
か
、
刺
激
を
与
え
て

く
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
ゼ
ミ
生
が
ア
フ
タ
ー

ゼ
ミ
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
家
族
的
な
雰
囲
気
の
ゼ
ミ
運
営
が
な
さ
れ
る
の

も
、
武
藤
先
生
の
懐
の
深
さ
の
賜
物
と
い
え
ま
す
。
　

（
小
池
秀
幸
）

コ
ラ
ム
　
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
③

探
せ
ば
、
探
す
だ
け
何
か
が
見
つ
か
る
！

社
会
人
大
学
院
生
と
勤
務
を
両
立
さ
せ
な
が
ら

今
年
の
前
期
は
、
木
曜
日
と
土
曜
日
の
週
２
回
大

学
院
で
受
講
し
て
い
ま
す
。
土
曜
日
は
修
士
課
程

の
政
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
Ｔ
Ａ
を
担
い
、
朝
８

時
～
９
時
に
は
大
学
院
へ
着
く
よ
う
に
し
て
い
た

の
で
、
通
勤
よ
り
早
く
出
ま
し
た
。

平
日
昼
間
は
大
学
院
の
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
が
、

そ
の
間
隙
を
縫
い
学
会
発
表
や
資
料
調
査
な
ど
を

行
い
、
こ
の
６
月
に
は
北
海
道
で
開
催
し
た
観
光

学
会
で
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

研
究
成
果
を
学
会
で
発
表
す
る
こ
と
は
、
万
全

を
期
し
て
臨
む
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
大
学

の
先
生
や
専
門
の
研
究
者
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を

う
か
が
え
る
機
会
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
機
会
と
な

っ
て
研
究
者
間
の
交
流
が
は
じ
ま
り
、
よ
り
研
究

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
研
究
分
野
の
研
究
者
や
他
大
学
の

大
学
院
生
の
研
究
発
表
を
拝
聴
す
る
こ
と
か
ら
、

自
身
の
研
究
度
合
い
を
判
断
す
る
材
料
に
な
り
ま

す
。加

え
て
、
学
会
日
程
の
合
間
に
は
札
幌
で
観
光

者
が
訪
れ
る
観
光
対
象
や
交
通
機
関
の
実
踏
調
査

を
行
い
、
学
会
開
催
先
も
有
効
活
用
し
ま
す
。

日
常
は
資
料
調
査
、
論
文
探
索
を
行
い
図
書
館

や
博
物
館
、
資
料
館
な
ど
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
に
入
手
し
た
資
料
類
で
は
、
身
近
な
新

宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
と
旧
新
橋
停
車
場
鉄
道

歴
史
展
示
室
の
も
の
に
研
究
す
る
分
野
の
資
料
が

あ
り
、
近
場
の
博
物
館
に
も
目
を
向
け
て
い
ま
す
。

研
究
と
趣
味
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
は
、
フ
ィ
ル

ム
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
歴
史
調
査
に
着
手

し
て
、
資
料
探
索
と
関
連
す
る
戦
後
日
本
映
画
の

鑑
賞
か
ら
状
況
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
は
、
経
営
破
綻
し
て
存
在
し
な
い
日
本

の
映
画
会
社
作
品
で
監
督
、
女
優
別
に
特
集
上
映

の
機
会
が
あ
り
、
週
に
２
本
ペ
ー
ス
で
映
画
鑑
賞

を
行
い
、
珍
し
い
作
品
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
時
の
映
画
に
主
演
し
た
俳
優
、
女
優

が
何
十
年
ぶ
り
か
で
公
に
登
場
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
映
画
評
論
や
映
画
史
で
語
ら
れ
た

史
実
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
機
会
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

（
正
木
聡
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
記

「
縮
小
都
市
の
未
来

―
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
か
ら
考
え
る
」

２
０
１
０
年
12
月
４
日
於
法
政
大
学
外
濠
校
舎

司
会

尾
羽
沢
信
一
（
法
政
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
・

特
任
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト

黒
川
和
美
（
政
策
創
造
研
究
科
・
教
授
）

増
淵
敏
之
（
政
策
創
造
研
究
科
・
教
授
）

恩
田
重
直
（
政
策
創
造
研
究
科
・
講
師
）

２
０
０
５
年
を
境
に
、
日
本
の
人
口
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
一
部
の
都
市
圏
を
除
い
た
地
域
で
は

都
市
自
体
も
規
模
を
縮
小
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
今
ま

で
の
よ
う
に
、
国
の
援
助
に
依
存
し
た
状
態
で
は

都
市
が
成
り
立
た
な
い
時
代
へ
と
変
貌
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
る

自
治
体
は
少
な
い
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
個

性
豊
か
な
政
策
創
造
研
究
科
の
教
授
方
に
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
事
例
を
踏

ま
え
つ
つ
「
縮
小
都
市
の
未
来
」
に
つ
い
て
の
講

演
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
司
会
者
で
あ
り
、
法
政
大
学
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
の
特
任
教
授
で
あ
る
尾
羽
沢
先
生
か
ら
、

「
縮
小
都
市
の
現
在
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
人
口
動

向
か
ら
み
た
都
市
縮
小
に
つ
い
て
、
明
治
以
前
の

日
本
や
世
界
の
他
都
市
の
人
口
と
の
比
較
も
交
え

つ
つ
、
日
本
の
地
方
都
市
に
お
け
る
人
口
減
少
の

現
状
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。
次
に
、
恩
田
先

生
か
ら
は
自
ら
が
現
在
、
携
わ
っ
て
い
る
長
野
県

の
諏
訪
に
お
け
る
中
心
市
街
地
で
増
加
し
て
い
る

空
き
家
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
観
点
を
踏
ま
え
な

が
ら
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
内
容
の
報
告
が
あ

3
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っ
た
。
続
い
て
、
増
淵
先
生
か
ら
「
縮
小
都
市
は

『
才
能
』
を
作
る
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
話
題
提

供
が
あ
っ
た
。
縮
小
都
市
が
生
き
残
る
た
め
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
近
年
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
創
造
都
市
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。
最
後
に
、
黒
川
先
生
か
ら
は
、
都
市
が
本

当
に
縮
小
し
て
い
る
の
か
と
い
う
懐
疑
的
な
視
点

で
、
港
区
界
隈
に
お
け
る
人
と
高
層
ビ
ル
群
の
都

市
開
発
構
想
に
つ
い
て
の
Ｃ
Ｇ
映
像
が
紹
介
さ
れ

た
。
電
車
な
ど
を
地
下
に
配
置
し
、
地
上
に
緑
地

な
ど
を
増
や
す
と
い
っ
た
人
が
住
み
良
い
街
を
作

り
上
げ
る
こ
と
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
人
口
減
少
は
食
い
止
め
ら
れ
る
と
い
う
黒

川
先
生
独
自
の
観
点
か
ら
の
話
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
都
市
が
人
口
減
少
し
つ
つ
も
豊
か
な

生
活
を
維
持
出
来
し
て
い
く
た
め
に
は
、
都
市
の

自
助
努
力
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
流
行
や
他

の
都
市
の
成
功
例
ば
か
り
を
追
っ
て
い
て
は
、
そ

の
都
市
本
来
の
良
さ
が
出
し
切
れ
ず
に
衰
退
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
高
畑
好
未
）

新
着
情
報

フ
ォ
ー
ラ
ム

３
月
８
日
（
火
）

坂
本
光
司
研
究
室
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
の
最
新
動
向
」

時
間
―
13
時
00
分
～
18
時
00
分

場
所
―
法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　

参
加
費
―
無
料
　

懇
親
会
―
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
開
催

（
会
費
３
，
０
０
０
円
）

主
催
―
法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科

問
い
合
わ
せ
―
法
政
大
学
大
学
院

政
策
創
造
研
究
科
事
務
室

３
月
13
日
（
日
）

第
１
８
６
回
住
宅
総
合
研
究
財
団

江
戸
東
京
住
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
江
戸
東
京
野
菜
で
、

地
域
ま
る
ご
と
ま
ち
お
こ
し
」

時
間
―
13
時
00
分
～
15
時
30
分

場
所
―
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
内

「
八
王
子
千
人
同
心
組
頭
の
家
」

（
東
京
都
小
金
井
市
桜
町
３
-７
-１

都
立
小
金
井
公
園
内
）

資
料
代
―
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
、
小
金
井
市
民
無
料
）

※
但
し
資
料
代
の
他
に
別
途
園
内
観
覧
券
が
　

必
要
（
一
般
４
０
０
円
、
65
歳
以
上
２
０

０
円
、
大
学
生
３
２
０
円
）

主
催
―
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
、

住
宅
総
合
研
究
財
団

問
合
せ
―
住
宅
総
合
研
究
財
団
　

江
戸
東
京
住
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

TEL.03-3484-5381FAX
.03-3484-5794

http://w
w
w
.jusoken.or.jp/edotokyo.htm

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
月
９
日
（
水
）

「
学
生
か
ら
見
た
熱
海
の
地
域
活
性
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

時
間
―
13
時
00
分
～
16
時
15
分

場
所
―
熱
海
　
玉
の
湯
ホ
テ
ル

参
加
費
―
無
料
（
事
前
登
録
不
要
，
直
接
会
場

に
来
て
く
だ
さ
い
）

主
催
―
地
域
活
性
機
構

問
合
せ
―
地
域
活
性
学
会
事
務
局
 

株
式
会
社
エ
イ
チ
･ユ
ー
（
法
政
大

学
関
連
会
社
）
教
育
事
業
部
内

TEL:03-3264-9541FAX
:03-3264-9568

E-m
ail: chiiki@
hosei-w
eb.jp

発
表
会

３
月
12
日
（
土
）

「
法
政
大
学
大
学
院
静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
　
２
０
１
０
年
度
修
了
生
成
果
報
告
発
表
会
」

時
間
―
14
時
00
分
～
17
時
00
分

場
所
―
ふ
し
み
や
ビ
ル
９
階
９
０
２
号
室

（
静
岡
市
葵
区
呉
服
町
2-3-1）

参
加
費
―
無
料

主
催
―
法
政
大
学
大
学
院

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

問
い
合
わ
せ
―
法
政
大
学
大
学
院

静
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

TEL:054-255-7287FAX
:054-255-7288

E-m
ail:shizuoka-sc@
m
l.hosei.ac.jp

学
内
イ
ベ
ン
ト
　

３
月
24
日
　
学
位
授
与
式

３
月
26
日
　
静
岡
SC新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
Ｂ

’
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
　
７
階
 演
習
室
3）

３
月
27
日
　
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

４
月
３
日
　
入
学
式

４
月
４
・
６
日
　
健
康
診
断

４
月
11
日
　
政
策
創
造
研
究
科
　
授
業
開
始

（
IM
専
攻
は
４
月
４
日
か
ら
）

編
集
後
記

も
う
す
で
に
３
月
に
入
り
、
修
了
を
予
定
さ
れ

る
方
々
は
論
文
を
提
出
し
、
発
表
会
を
終
え
ら
れ
、

Ｍ
１
や
博
士
課
程
の
方
々
が
中
心
の
中
間
発
表
も

終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
春
休
み
は
、
新
た
な
フ
ィ

ー
ル
ド
へ
向
か
わ
れ
る
方
々
は
そ
れ
ま
で
の
充
電

期
間
に
、
ま
た
、
来
年
度
の
論
文
提
出
目
指
さ
れ

る
方
々
は
研
究
を
じ
っ
く
り
深
め
ら
れ
る
期
間
と

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
間
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
４
月
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
次
号
も
お
楽
し
み
に
。
（
堀
江
慶
子
）

政
策
創
造
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
第
９
号

編
集
・
発
行

法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
内

政
策
創
造
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
編
集
委
員
会

（
浅
田
眞
澄
美
、
井
嶋
充
憲
、
鈴
木
美
伸
、

那
須
田
摩
美
、
堀
江
慶
子
、
横
井
友
美
加
）

発
行
―
２
０
１
１
年
２
月
28
日

http://chiikizukuri.gr.jp/ 4


